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令和５年度 株式会社まんでがん事業報告 

 

１．概  要 

  令和 5 年 5 月に新型コロナウイルス感染症も 5 類感染症へ引き下げられ、経済が正常化に向

けて動き出し、消費は回復しつつありますが、新型コロナウイルスの影響で多くの人々の心身

への不安感から健康ブームに拍車がかかりました。 

このような中、インバウンド観光も本格的に復活してきた中で、当社の今期の売上高は、ふ

るさと納税関連部門での売上増加や既存取引先の「讃岐もち麦ダイシモチ」の出荷増により、

会社設立以来、初めて売上高が 1 億円（対前年比約 129％、約 2,200 万円の増）超えとなりま

した。 

また、営業利益は約 550 万円（対前年比 179％、約 240 万円の増）となりました。 

販売促進事業については、各食品展示会に参加し、新規取引先を 17件獲得しました。特に卸

販売事業やふるさと納税の返礼品としての出荷が好調で、「讃岐もち麦ダイシモチ」の年間販売

数量は約 97 トン（対前年比 147％、約 31 トン増）となりました。 

 

２．おしゃべり広場の活用 

（１）おしゃべり広場事業 

① 来場者数（当年度年別） 

                               (単位：人) 

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

20,458 15,613 18,661 16,779 18,546 

（前年度比較:+1,767 人） 

来場者数は、市の観光 PR 事業の一環で「ダイシモチ巡り（スタンプラリー）」の実施や「古

墳スタンプラリー」の景品引渡し場所として活用された結果、観光客等が増加し、18,546 人（対

前年比 110％、1,767 人の増）となりました。 

また、毎月第 4 水曜日に開催している「mini マルシェ」では、固定客が増加しており近隣住

民のニーズに合わせた出店者やイベントを効果的に実施することができました。 

 

② 観光案内事業 

（ア）観光情報発信強化業務 

市からの委託事業で、県内外の観光客を対象にした観光案内業務やレンタサイク

ル業務などを実施し、情報発信を増やすことで顧客満足度の向上に努めました。 

レンタサイクル業務の利用状況は、観光を目的とした利用者が増加し、年間利用

者数は 1,163 人（対前年比 123％、220 人の増）の結果となりました。 

荷物の預かり業務は、JR 善通寺駅での PR 効果もあり、利用者増加となっており



 
 

 
 

 

ます。 

「弘法大師空海御誕生 1250 年祭大法会」の期間中（4 月 23 日から 6 月 15 日まで）

の土日曜日および祝日において、JR善通寺駅前に移動式観光案内所を設置し、無料

シャトルバスへの誘導や観光パンフレットの配布、市内観光施設への案内を実施し

ました。 

（イ）「善通寺市移動式観光案内所＆キッチンカー（むぎゅっとカー）」（以下、「むぎゅっ

とカー」事業 

市からの委託事業で、県内外へ 72 件（対前年比 124％、14 件の増）の出動を行い、

市内外において善通寺市の観光スポット及び「讃岐もち麦ダイシモチ」の魅力の情

報発信に努めました。 

また、「むぎゅっとカー」で各種イベントに参加し、「讃岐もち麦ダイシモチ」を

使用したメニューの提供や観光パンフレットの配布を積極的に実施し、様々な場所

での情報発信に努めました。 

 

  ③ 地方創生創出事業 

善通寺市強い農業実現プロジェクトの支援を受け、「讃岐もち麦ダイシモチ」を使用してい

る飲食店および市内観光施設を巡る「ダイシモチ巡り（スタンプラリー）」を実施し、参加者

には讃岐もち麦ダイシモチ商品の詰め合わせなどをプレゼントする企画を実施したところ、

507 名もの応募がありました。 

また、イベントマネージメントでは 5月に開催されたフラワー＆ガーデンフェスタや 10月

開催の農商工フェスタ、当施設を利用したクリスマスイベントやおしゃべり広場感謝祭など

の各種イベントにおいて市と協力し、出店者や催し物を企画し、来場者の満足度向上に努め

ました。 

 

④ 特産品等の販売 

おしゃべり広場の売店については、近隣市町の特産品を取扱うアンテナショップとして観

光客のお土産の販売を行っておりましたが、お土産商品だけでなく日常使いできる商品を増

やしたことで定期的な売上に繋がっております。 

「mini マルシェ」の開催により当施設の認知度向上につながっており、毎週、曜日ごとに

「亀井鮮魚店」や「ダイニング M」等の弁当販売のリピーターの獲得に努めております。 

 

⑤ 施設の貸出し 

2 階会議室の貸出しは、市民向けにフラワーアレンジメント教室等の貸出しを行っており

ます。 

 

 



 
 

 
 

 

（２）讃岐もち麦ダイシモチ事業 

  ① 丸麦 

善通寺市強い農業実現プロジェクト事業の支援を受け、全国の各食品展示会へ 14回参加し

ました。また、地元取引先の営業にも注力し、新規取引先が 17件増加し、自社の加工品で販

路拡大を行い、売上増加に努めることがきました。 

麦などを取り扱う雑穀市場が飽和状態にある中、ふるさと納税の返礼品や卸売事業が好調

であり、年間販売数量は約 97 トン（対前年比 147％、約 31 トン増）まで増加することがで

きた。また、販売数量増加に伴い、丸麦の売上金額も約 1,200 万円増加しております。 

また、インターネット通販では需要の高まるセール期間での広告に取組み、新規顧客増加

に注力した結果、定期客の獲得に成功しました。 

 

② 加工品 

6 月に小麦粉不使用で「讃岐もち麦ダイシモチ」を使用した「もち麦パンケーキミックス」

を新発売し、販路拡大に努めました。 

善通寺市強い農業実現プロジェクト事業の支援を受け、3 月には動物性由来原料不使用の

「ご飯がいらないキーマ風もち麦カレー甘口」、「ボロネーゼ風もち麦パスタソース」を発売

しました。既に好評な「ご飯がいらないキーマ風もち麦カレー中辛」を含めたシリーズ商品

の合計 3 品でさらなる販路拡大に努めます。 

 

（３）酒類製造販売事業 

今期も「讃岐もち麦ダイシモチ」を主原料とした「本格麦焼酎 空海 わが心空の如く わ

が心海の如く」の販売に注力し、県内酒屋及び県外アンテナショップで導入拡大に努めた他、

「むぎゅっとカー」を通じて各種イベントでの販売に努めました。 

一方、「讃岐もち麦ダイシモチ」を使用した米焼酎「MAO」及び専売商品「師団一」（綾菊酒

造）の販売にも努めました。 

 

（４）観月の宴事業 

新型コロナウイルスの影響で 4年振りの開催となりました第 22回「観月の宴」は、讃岐宮

香川懸護国神社において、中秋の名月に合わせて 3 日間（9 月 28 日から 30 日までの 3日間）

開催しました。 

来場者は、升席で秋の雰囲気を感じながら善通寺龍神太鼓や津軽三味線などの演奏を聴き、

お月見鍋を堪能しました。 

 

（５）市内学校とのまちづくり支援事業 

尽誠学園高等学校普通科アビリティーコース情報デザイン専攻の生徒と、探究の授業の一

環として「讃岐もち麦ダイシモチ」を使用したタマゴボーロの製作の共同開発を行いました。



 
 

 
 

 

完成したタマゴボーロはパフェに使用し、フラワー＆ガーデンフェスタにおいて、学生主体

による販売授業を実施ました。 

また、善通寺第一高等学校の探求の授業においても、「讃岐もち麦ダイシモチ」を使用した

「ダイシモチチュロス」の製作を行い、学生主体によるおしゃべり広場の試食会を開催しま

した。 

また、香川県立善通寺支援学校高等部の学生 2 名を受け入れ、5 日間の職場体験をおしゃ

べり広場で実施しました。 

 

（６）インターネット通販事業 

インターネット通販（自社通販、楽天市場、yahoo ショッピング）における販売額は約 896

万円（対前年度比約 115％）となりました。これは、「讃岐もち麦ダイシモチ」の販売は好調

で、全体販売数量は約 500kg 増加しており、「骨付鳥」の販売も順調に伸びています。 

 

（７）弘法大師空海御誕生 1250 年祭事業 

弘法大師空海御誕生 1250 年祭記念商品として、石丸製麺株式会社へ製造依頼し「讃岐もち

麦ダイシモチ」を使用した「紫白讃岐うどん」を販売しました。自社売店をはじめ、空港や

SA の他、県内セブンイレブンなどでも販売を行い、完売することができ、PR 活動に努めるこ

とができました。 

    

（８）その他収益事業 

  ① 善通寺市強い農業実現プロジェクト事業 

（ア） 強い地域商社形成事業  

専門家コンサルティングに依頼し、「讃岐もち麦ダイシモチ」を使用した飲食店

のスタンプラリー企画「ダイシモチ巡りスタンプラリー」の運営や、ワークショッ

プの開催、「讃岐もち麦ダイシモチ」の販売計画についての立案を行いました。 

   （イ）讃岐もち麦ダイシモチ商品開発及びデザイン制作事業 

       以前より販売していたもち麦カレー甘口をリニューアルし、トレンドとなってい

る動物性原料を不使用とした「ご飯がいらないキーマ風もち麦カレー甘口」や、同

様に動物性原料を不使用にした「ボロネーゼ風もち麦パスタソース」の販売を開始

しました。 

また、今期をもって、善通寺市強い農業実現プロジェクト事業が終了し、3 ヶ年

で計 6品の新商品の開発が行われ、今後の販売にも繋がる結果となりました。 

 

  ② 観光スポット PR事業 善通寺市キャラバン型観光・グルメ情報発信業務 

    前期、好評であった「古墳スタンプラリー」を新バージョンで地域おこし協力隊と連携

して企画運営を行いました。また、「おやつ天国」及び「ダイシモチ巡り」に掲載している



 
 

 
 

 

事業者を中心に、高松市丸亀町グリーンにて「おやつ天国マルシェ」を開催したところ、

大好評で売り切れる商品もたくさんありました。 

 

  ③ 市関連受託事業 

    毎年 12 月 31 日から 1 月 3 日までの期間において、総本山善通寺への初詣に対応する駐

車場管理を行っております。 

 

  ④ ふるさと納税事業 

    ふるさと納税検索サイトの中で人気の「ふるさとチョイス」及び「さとふる」の雑穀米

部門において、当社の「讃岐もち麦ダイシモチ」が常に上位に入るなど、前期に引き続き

好調で、販売数量は 27トン（対前年比約 162％、約 10 トンの増）となりました。 
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株式会社 まんでがん

香川県善通寺市上吉田町2丁目1番9号

（ 第 期 ）

自

至

令和

令和



負 債 の 部

科　　　　目 金　　　額

資 産 の 部

科　　　　目 金　　　額

円 円

株式会社 まんでがん

貸 借 対 照 表 令和  6 年  3 月 31 日現在

【         】 【 】【 】【         】 46,692,038流 動 資 産 流 動 負 債 8,369,943

32,270,080現 金 及 び 預 金 買 掛 金 1,458,538

7,557,119売 掛 金 未 払 金 3,953,795

4,177,179商 品 預 り 金 48,970

2,046,498貯 蔵 品 未 払 法 人 税 等 726,300

653,662未 収 入 金 未 払 消 費 税 1,429,700

60,500そ の 他 流 動 資 産 1年内支払予定リース債務 752,640

【         】 【 】;73,000貸 倒 引 当 金 固 定 負 債 1,517,780

【 】【         】 3,446,648固 定 資 産 長 期 リ ー ス 債 務 1,517,780

（ ）（            ） 2,688,559有 形 固 定 資 産

661,158構 築 物 負 債 の 部 合 計 9,887,723

1 純 資 産 の 部器 具 備 品

2,027,400リ ー ス 資 産

【         】 【 】（ ）（            ） 751,852無 形 固 定 資 産 株 主 資 本 40,250,963

（       ） （ ）751,852ソ フ ト ウ ェ ア 資 本 金 10,000,000

（           ） （ ）（ ）（                ） 6,237投資その他の資産 利 益 剰 余 金 30,250,963

12,474そ の 他 投 資 等 その他利益剰余金 30,250,963

;6,237貸 倒 引 当 金 繰 越 利 益 剰 余 金 30,250,963

純 資 産 の 部 合 計 40,250,963

50,138,686資 産 の 部 合 計 負債及び純資産の部合計 50,138,686



金　　　　　　　　　　額科　　　　　　　　　　目

円

株式会社 まんでがん

損 益 計 算 書
自 令和  5 年  4 月  1 日

至 令和  6 年  3 月 31 日

【         】純 売 上 高

事 業 収 入 71,060,134

広 場 収 入 24,033,889

委 託 手 数 料 収 入 5,955,261

売 上 値 引 戻 り 高 ;297,923 100,751,361

【         】売 上 原 価

期 首 商 品 棚 卸 高 5,627,918

商 品 仕 入 高 40,308,006

（ ）合 計 45,935,924

期 末 商 品 棚 卸 高 ;4,177,179 41,758,745

（ ）売 上 総 利 益 58,992,616

【                    】販売費及び一般管理費 53,445,776

（ ）営 業 利 益 5,546,840

【           】営 業 外 収 益

受 取 利 息 15,733

雑 収 入 8,174 23,907

【           】営 業 外 費 用

雑 損 失 850 850

（ ）経 常 利 益 5,569,897

【         】特 別 利 益

補 助 金 収 入 10,653,000 10,653,000

【         】特 別 損 失

事 業 支 援 費 9,644,794 9,644,794

（ ）税引前当期純利益 6,578,103

法人税、住民税及び事業税 ;1,173,200

（ ）当 期 純 利 益 5,404,903



金　　　　　　　　　　額科　　　　　　　　　　目

円

株式会社 まんでがん

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費
自 令和  5 年  4 月  1 日

至 令和  6 年  3 月 31 日

広 告 宣 伝 費 378,922

荷 造 運 賃 9,462,398

販 売 促 進 費 1,791,688

事 業 支 援 費 1,690,201

給 料 手 当 19,832,043

委 託 料 1,146,918

法 定 福 利 費 2,175,455

福 利 厚 生 費 59,728

減 価 償 却 費 1,778,434

修 繕 費 499,521

消 耗 品 費 4,548,748

水 道 光 熱 費 1,375,230

旅 費 交 通 費 1,592,667

支 払 手 数 料 4,386,072

租 税 公 課 722,851

保 険 料 342,830

通 信 費 345,266

諸 会 費 26,500

車 輌 費 348,076

顧 問 料 396,000

支 払 地 代 283,402

貸 倒 引 当 金 繰 入 24,000

雑 費 238,826

（ ）販売費及び一般管理費 53,445,776
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株式会社 まんでがん

個 別 注 記 表

自 令和  5 年  4 月  1 日

至 令和  6 年  3 月 31 日

Ⅰ. 重要な会計方針に係る事項に関する注記
　
（1）資産の評価基準及び評価方法　
　　　棚卸資産の評価基準及び評価方法　最終仕入原価法
　　　
（2）固定資産の減価償却の方法
　　　有形固定資産
　　　　法人税法の規定による定率法（ただし、平成28年4月1日以後に取得した構築物
　　　　については定額法を採用しています。）
　　　無形固定資産
　　　　法人税法の規定による定額法

（3）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
　　　消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。

Ⅱ. 貸借対照表に関する注記
有形固定資産の減価償却累計額 4,873,141円

Ⅲ. 株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における発行株式の数 200株

Ⅳ. リースにより使用する固定資産に関する注記
リース契約については、通常の売買契約に係る方法に準じてリース期間定額法で処理して
います。



上記の通りご報告申し上げます。

令和  6 年  5 月 28 日

株式会社 まんでがん

代 表 取 締 役 角野　幸治



(単位：円)

１.現金 647,668             
２.預金 普通預金 (百十四銀行・常用) 3,419,224          

普通預金 (百十四銀行・融資用) 201,258             
普通預金 (香川銀行・広場売上用) 644,756             
普通預金 (香川銀行・取引先用) 2,418,510          
普通預金 (百十四銀行・給与、送料用) 12,899,876        
普通預金 （高松信用金庫・輸出用） 46,691               
郵便貯金 487,851             
定期預金 (百十四銀行) 1,500,000          

（高松信用金庫） 10,004,246        
３.売掛金 売掛金 7,557,119          
４.棚卸資産 商品 4,177,179          

貯蔵品 2,046,498          
５.未収金 売上金クレジット決済他 34,043               

売上金ネット通販 547,506             
QR決裁 23,748               
ヤマト運輸決裁 29,865               
日本郵便決裁 4,500                 
他店商品券 14,000               

６.その他流動資産 60,500               
７.貸倒引当金 △ 73,000
８.構築物 661,158             
９.リース資産 2,027,400          
10.工具、器具及び備品 1                       
11.無形固定資産 751,852             
12.その他投資等 12,474               
13.無形固定資産 △ 6,237

資産合計 50,138,686        

１.買掛金 1,458,538          
２.未払金 ３月分給与手当 1,467,846          

３月分産直売上 428,479             
３月分その他経費 2,057,470          

３.未払法人税等 726,300             
４.未払消費税 1,429,700          
５.預り金 48,970               
６.１年内支払リース債務 752,640             
７.その他流動負債 -
８.長期リース債務 1,517,780          
９.長期借入金 -

負債合計 9,887,723          

40,250,963        

(単位：円)
40,250,963        

１） 前期繰越金 34,846,060        
２） 当期利益 5,404,903          

40,250,963        

財 産 目 録
2024年3月31日現在

利 益 処 分
自2023年4月1日 至2024年3月31日

株式会社まんでがん

株式会社まんでがん

１.当期末処分利益

２.次期繰越利益剰余金

資産の部

負債の部

差引正味財産




